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職員が体調不良を訴えやすい職場環境に 

することが大切 

２ 日頃から感染症発生時の対応までの流れ 

日 

頃 

の 

対 

応 

   

 

 

 
 

■日頃の様子と体調変化 

■本人の訴え、症状の確認 

 ■医師や看護職員等へ相談 

■施設長等に必要事項の報告 

■医療機関へ受診 

■医師や看護職員がいない場合や深夜等で

責任者不在の場合は、かかりつけ医等へ

相談 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

■出勤前の体調確認 

■勤務中の体調変化 

  

 

■施設長等に必要事項の報告 

■医療機関へ受診 

■健康診断の実施やワクチン接種など 

 

 
 

 

 

■感染対策のための指針・マニュアルの整備 

 

BCP（事業継続計画）作成、 

最新情報の収集と定期的見直し 

により発生時の業務継続に備える 

■職員研修の実施 

■連絡先一覧の更新 

■施設内の衛生管理 

■訓練（シミュレーション）の実施 

    

・PPE や消毒剤等の在庫量の把握と必要分の確保 

 ※  定期点検による使用期限の確認も忘れずに！ 

 保管場所については職員で共有しておきましょう 

 

 

●日頃の衛生管理が重要  

●職員研修の定期的な実施 

（中途採用者の研修も忘れずに） 

●感染症の流行状況の把握 

●相談・連絡先一覧の作成・共有 

利用者への適切な医療提供や施

設内の感染拡大防止策を迅速に

行うことにつながります。 

体調不良の場合 
速やかに相談・報告 

●利用者の変化を見逃さない 

●情報を集約し、適切なタイミングで

医師や看護職員等に相談・報告 

本人の訴え、有症状は速

やかに相談・報告 

＜利用者＞ 

＜職 員＞ 

保健所 

①相談・報告  

②指針等の情報共有 

定期的な情報共有や

意見交換の実施 

施設長等 
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感
染
症
が
疑
わ
れ
た
ら 

■具体的な状況（症状・ 

人数等を）把握 

■時系列に記録をまとめる  

 

■施設長等に報告 

■介護施設・事業所で 

対策の検討 

■職員間での情報共有 

■感染拡大の予防策を 

検討 

かかりつけ医等に 

早めの相談 

 

 

 

行政報告基準に 

達しなくても 

適宜保健所相談は可能 

感
染
の
拡
大 

  

■利用者が感染症にかかっていると連絡があったら、速やかに感染症を疑う症状が 

 「いつ」「どこで」「だれが」「どのくらい」発生したかなど確認  

■保健所等へ報告し、指示を仰ぐ      

 報告基準に基づき電子申請システムでの発生報告：陽性者リストの作成  

 

  

■職員間で情報共有  

■感染拡大の予防策の実施 

■標準予防策＋経路別予防策の徹底  

 

出典：介護現場における感染対策の手引き 第３版 

日頃から感染症発生時の対応までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ症状の利用者が多い 

地域で流行している症状に似ている 

使用者の症状が軽快しない 

速やかに 
相談・ 
報告 


